
(57)【要約】

【課題】　セルスクレーパにおけるブレードが把手から

離脱しないようにする。

【解決手段】　セルスクレーパが、把手と、細長いアー

ムと、スクレーパブレードとを含んでいる。セルスクレ

ーパは、実質的に剛性のプラスチックで成形された基材

を含んでいる。基材は、把手から離隔してブレード支持

体を含んでいる。セルスクレーパはまた、基材を覆って

被覆成形されている弾性材料を含んでいる。弾性材料は

、把手上に成形されて、把持を容易にすることができる

。加えて、弾性材料は、ブレード支持体の周囲に成形さ

れて、組織培養容器から細胞を効率的に掻き取る可撓性

ブレードを画定する。

【選択図】　図６
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 対 向 す る 基 部 側 端 部 お よ び 遠 位 側 端 部 と 、 前 記 基 部 側 端 部 に 隣 接 し て 画 定 さ れ て い る 把
手 と 、 前 記 把 手 か ら 遠 位 側 に 延 在 す る ア ー ム と 、 前 記 ア ー ム か ら 前 記 遠 位 側 端 部 ま で 延 在
す る ス ク レ ー パ ブ レ ー ド と を 備 え る 細 長 い セ ル ス ク レ ー パ で あ っ て 、 前 記 セ ル ス ク レ ー パ
は 、 前 記 把 手 か ら 前 記 ア ー ム に 沿 っ て 前 記 遠 位 側 端 部 に 向 か っ て 延 在 す る 一 体 型 基 材 を 含
ん で お り 、 前 記 基 材 の 遠 位 部 は ブ レ ー ド 支 持 体 を 画 定 し て お り 、 前 記 セ ル ス ク レ ー パ は さ
ら に 、 前 記 基 材 上 に 一 体 式 に 配 設 さ れ て い る 弾 性 材 料 を 含 ん で お り 、 前 記 弾 性 材 料 は 、 前
記 ブ レ ー ド 支 持 体 を 包 囲 し か つ 前 記 ブ レ ー ド 支 持 体 か ら 前 記 セ ル ス ク レ ー パ の 前 記 遠 位 側
端 部 ま で 一 体 式 に 延 在 し て お り 、 前 記 セ ル ス ク レ ー パ の 前 記 弾 性 材 料 で 形 成 さ れ て い る 部
分 は 、 前 記 支 持 体 を 越 え て 遠 位 側 に 突 出 す る 可 撓 性 ブ レ ー ド を 含 ん で い る こ と を 特 徴 と す
る セ ル ス ク レ ー パ 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 可 撓 性 ブ レ ー ド は 、 前 記 セ ル ス ク レ ー パ の 前 記 ブ レ ー ド 支 持 体 か ら 前 記 遠 位 側 端 部
に 向 か っ て 先 細 に な っ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の セ ル ス ク レ ー パ 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 可 撓 性 ブ レ ー ド は 、 当 該 セ ル ス ク レ ー パ の 前 記 遠 位 側 端 部 に 直 線 状 の 刃 を 含 ん で い
る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ に 記 載 の セ ル ス ク レ ー パ 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 ア ー ム の 前 記 把 手 に 隣 接 す る 部 分 は 実 質 的 に 直 線 状 に 整 列 し て お り 、 前 記 可 撓 性 ブ
レ ー ド の 前 記 刃 は 、 前 記 ア ー ム の 前 記 把 手 に 隣 接 す る 部 分 に 対 し て 鋭 角 を 成 し て 整 列 し て
い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ に 記 載 の セ ル ス ク レ ー パ 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 ブ レ ー ド 支 持 体 は 実 質 的 に 平 面 状 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の セ ル ス
ク レ ー パ 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 ア ー ム の 前 記 ブ レ ー ド 支 持 体 に 隣 接 す る 部 分 は 実 質 的 に 円 筒 形 で あ り 、 前 記 弾 性 材
料 は 、 前 記 ブ レ ー ド 支 持 体 か ら 近 位 側 に 延 在 し 前 記 ア ー ム の 前 記 ブ レ ー ド 支 持 体 に 隣 接 す
る 部 分 を 一 体 式 に 包 囲 し そ れ に 係 合 し て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ５ に 記 載 の セ ル ス ク
レ ー パ 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 ブ レ ー ド 支 持 体 の 、 前 記 ア ー ム の 近 位 側 に あ る 部 分 は 、 そ の 上 に 加 わ る 力 に 応 じ て
前 記 ブ レ ー ド 支 持 体 が 屈 曲 で き る よ う に 十 分 に 薄 く な っ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ６
に 記 載 の セ ル ス ク レ ー パ 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 ブ レ ー ド の 、 前 記 ア ー ム の 近 位 側 に あ る 前 記 部 分 は 一 体 丁 番 を 画 定 し て い る こ と を
特 徴 と す る 請 求 項 ７ に 記 載 の セ ル ス ク レ ー パ 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 基 材 の 前 記 取 手 を 画 定 し て い る 部 分 は 複 数 の 凹 部 を 含 ん で お り 、 前 記 弾 性 材 料 は 、
前 記 把 手 上 に 把 持 領 域 を 画 定 す る よ う に 前 記 凹 部 を 一 体 式 に 充 填 し て い る こ と を 特 徴 と す
る 請 求 項 １ に 記 載 の セ ル ス ク レ ー パ 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 基 材 の 前 記 支 持 ア ー ム を 画 定 し て い る 部 分 は 、 前 記 把 手 か ら 遠 位 側 に 延 在 す る 細 長
い 溝 を 含 ん で お り 、 前 記 弾 性 材 料 は 、 前 記 セ ル ス ク レ ー パ の 長 手 方 向 お よ び 回 転 の 向 き を
識 別 す る た め の 視 覚 的 手 が か り 領 域 を 画 定 す る よ う に 前 記 溝 を 一 体 式 に 充 填 し て い る こ と
を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の セ ル ス ク レ ー パ 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 前 記 エ ラ ス ト マ ー は 熱 可 塑 性 エ ラ ス ト マ ー で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の セ
ル ス ク レ ー パ 。
【 請 求 項 １ ２ 】
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　 前 記 基 材 は ポ リ プ ロ ピ レ ン で 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の セ ル ス
ク レ ー パ 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 対 向 す る 基 部 側 端 部 お よ び 遠 位 側 端 部 と 、 前 記 基 部 側 端 部 に 隣 接 し て 形 成 さ れ て い る 把
手 と 、 前 記 把 手 か ら 遠 位 側 に 突 出 す る 細 長 い ア ー ム と 、 前 記 ア ー ム か ら 前 記 遠 位 側 端 部 ま
で 延 在 す る ス ク レ ー パ ブ レ ー ド と を 備 え た セ ル ス ク レ ー パ で あ っ て 、 当 該 セ ル ス ク レ ー パ
は 、 熱 可 塑 性 材 料 で 一 体 成 形 さ れ 前 記 取 手 か ら 前 記 ス ク レ ー パ ブ レ ー ド ま で 延 在 す る 基 材
を 含 ん で お り 、 前 記 基 材 は 、 前 記 取 手 内 に 少 な く と も １ つ の 凹 部 を 、 ま た 前 記 ア ー ム の 前
記 取 手 か ら 離 隔 し た 端 部 に ブ レ ー ド 支 持 体 を 画 定 し て お り 、 前 記 セ ル ス ク レ ー パ は さ ら に
、 前 記 基 材 の 少 な く と も 一 部 分 を 覆 っ て 一 体 成 形 さ れ て い る エ ラ ス ト マ ー を 含 ん で お り 、
前 記 エ ラ ス ト マ ー は 、 少 な く と も １ つ の 把 持 領 域 を 画 定 す る よ う に 前 記 把 手 の 前 記 凹 部 を
充 填 し て お り 、 前 記 エ ラ ス ト マ ー は さ ら に 、 前 記 ブ レ ー ド 支 持 体 を 包 囲 し か つ 前 記 遠 位 側
端 部 に 位 置 す る 実 質 的 に 直 線 状 の 刃 に 向 か っ て 先 細 に な っ て い る 可 撓 性 ブ レ ー ド を 含 ん で
い る こ と を 特 徴 と す る セ ル ス ク レ ー パ 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 前 記 基 材 は 第 １ の 色 を 有 し 、 前 記 エ ラ ス ト マ ー は 第 ２ の 色 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 請
求 項 １ ３ に 記 載 の セ ル ス ク レ ー パ 。
【 請 求 項 １ ５ 】
　 前 記 基 材 は ポ リ プ ロ ピ レ ン か ら 成 形 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ３ に 記 載 の セ
ル ス ク レ ー パ 。
【 請 求 項 １ ６ 】
　 前 記 エ ラ ス ト マ ー は 熱 可 塑 性 エ ラ ス ト マ ー で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ３ に 記 載 の
セ ル ス ク レ ー パ 。
【 請 求 項 １ ７ 】
　 取 手 と 、 前 記 取 手 か ら 一 体 式 に 延 在 す る ア ー ム と 、 前 記 ア ー ム か ら 一 体 式 に 延 在 す る ブ
レ ー ド 支 持 体 と 、 前 記 ブ レ ー ド 支 持 体 、 前 記 ア ー ム お よ び 前 記 把 手 よ り も デ ュ ロ メ ー タ 硬
度 が 小 さ い 材 料 で 形 成 さ れ て い る ブ レ ー ド と を 備 え る セ ル ス ク レ ー パ で あ っ て 、 前 記 ブ レ
ー ド は 、 前 記 ブ レ ー ド 支 持 体 の 少 な く と も 一 部 を 包 囲 し か つ 前 記 ブ レ ー ド 支 持 体 を 越 え て
延 在 す る 可 撓 性 テ ー パ 付 き 領 域 を 画 定 す る 弾 性 材 料 の 一 体 型 マ ト リ ク ス を 画 定 す る よ う に
成 形 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る セ ル ス ク レ ー パ 。
【 請 求 項 １ ８ 】
　 前 記 把 手 内 に 形 成 さ れ て い る 少 な く と も １ つ の 凹 部 を さ ら に 含 ん で お り 、 前 記 弾 性 材 料
の 第 ２ の 一 体 型 マ ト リ ク ス が 、 前 記 取 手 の 把 持 を 容 易 に す る た め に 前 記 把 手 の 前 記 凹 部 内
に 配 設 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ７ に 記 載 の セ ル ス ク レ ー パ 。
【 請 求 項 １ ９ 】
　 前 記 把 手 内 の 前 記 少 な く と も １ つ の 凹 部 は 、 相 互 連 結 さ れ た 複 数 の 凹 部 を 含 ん で お り 、
前 記 弾 性 材 料 の 前 記 第 ２ の 一 体 型 マ ト リ ク ス は 、 前 記 把 手 内 の 前 記 凹 部 の そ れ ぞ れ の 内 部
に 延 在 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ８ に 記 載 の セ ル ス ク レ ー パ 。
【 請 求 項 ２ ０ 】
　 前 記 ア ー ム に 少 な く と も １ つ の 長 手 方 向 溝 が 形 成 さ れ て お り 、 弾 性 材 料 の 前 記 第 ２ の 一
体 型 マ ト リ ク ス は 、 当 該 セ ル ス ク レ ー パ の 回 転 の 向 き の 指 標 を 与 え る た め に 前 記 ア ー ム の
前 記 溝 の 内 部 に 延 在 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ９ に 記 載 の セ ル ス ク レ ー パ 。
【 請 求 項 ２ １ 】
　 前 記 弾 性 材 料 の 第 １ お よ び 第 ２ の 一 体 型 マ ト リ ク ス は 、 前 記 把 手 お よ び 前 記 ア ー ム に つ
い て 定 義 さ れ て い る 色 と 異 な る 色 を 有 す る 熱 可 塑 性 エ ラ ス ト マ ー で 形 成 さ れ て い る こ と を
特 徴 と す る 請 求 項 ２ ０ に 記 載 の セ ル ス ク レ ー パ 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 組 織 培 養 容 器 に 蓄 積 し た 組 織 の 標 本 を 掻 き 取 る た め の セ ル ス ク レ ー パ （ ｃ ｅ
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ｌ ｌ 　 ｓ ｃ ｒ ａ ｐ ｅ ｒ ） に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 多 く の 実 験 手 順 は 、 後 で 行 わ れ る 分 析 試 験 お よ び 診 断 試 験 の た め に 組 織 の 培 養 を 必 要 と
す る 。 組 織 は 、 フ ラ ス コ や ペ ト リ 皿 な ど の 組 織 培 養 容 器 で 培 養 さ れ る 。 典 型 的 な 組 織 培 養
フ ラ ス コ は 、 頂 壁 、 底 壁 お よ び 相 互 連 結 さ れ た 複 数 の 側 壁 を 備 え る 横 置 き 型 （ ｌ ｏ ｗ 　 ｐ
ｒ ｏ ｆ ｉ ｌ ｅ ） の 矩 形 面 を 有 す る 容 器 で あ る 。 １ つ の 側 壁 が 開 口 を 含 ん で い て よ く 、 そ の
開 口 か ら 管 状 ネ ッ ク が 角 度 を 成 し て 突 出 し て 、 組 織 培 養 容 器 の 内 部 へ の 接 近 を 可 能 に し て
い る 。 組 織 培 養 容 器 を 密 封 す る 蓋 を 管 状 ネ ッ ク に 着 脱 自 在 に 装 着 す る こ と が で き る 。 他 の
組 織 培 養 皿 は 、 底 壁 、 側 壁 外 被 お よ び 開 放 頂 部 を 含 ん で い る 。 そ し て 、 組 織 培 養 容 器 の 内
部 を 選 択 的 に 密 閉 す る 蓋 を 側 壁 の 開 放 頂 部 に 着 脱 自 在 に 装 着 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 組 織 培 養 容 器 を 用 い る 際 に は 、 制 御 さ れ た 量 の 液 体 成 長 培 地 を 容 器 に 投 入 す る 。 次 い で
、 培 養 し た い 組 織 の 小 標 本 を 容 器 に 投 入 す る 。 管 状 ネ ッ ク に 蓋 を す る か ま た は 側 壁 に よ っ
て 画 定 さ れ て い る 開 放 頂 部 を 覆 っ て 頂 壁 を 配 置 す る こ と に よ り 、 容 器 を 閉 じ る 。 次 い で 、
組 織 成 長 を 助 け る 環 境 に 容 器 を 保 管 す る 。 容 器 内 で 成 長 し て い る 組 織 は 、 定 期 的 に 取 り 出
し て 分 析 し な け れ ば な ら な い 。 成 長 し て い る 組 織 は 、 容 器 の 底 壁 に 付 着 し て い る 場 合 が 多
い の で 、 分 析 の た め に 底 壁 か ら 掻 き 取 ら な け れ ば な ら な い 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 組 織 培 養 容 器 の 底 面 か ら 組 織 を 取 り 出 す た め に セ ル ス ク レ ー パ が 用 い ら れ る 。 典 型 的 な
セ ル ス ク レ ー パ は 、 剛 性 プ ラ ス チ ッ ク 材 料 で 一 体 成 形 さ れ た 長 く 薄 い 取 手 を 含 ん で い る 。
取 手 は 一 般 に 、 比 較 的 大 径 の 基 部 側 端 部 か ら 比 較 的 小 径 の 遠 位 側 端 部 に 向 か っ て 先 細 に な
っ て い る 。 例 え ば 、 可 能 性 と し て は 、 取 手 の 基 部 側 端 部 は 約 ０ ． ２ ５ イ ン チ （ 約 ６ ｍ ｍ ）
径 で あ り 、 遠 位 側 端 部 は 約 ０ ． １ ２ ５ イ ン チ （ 約 ３ ｍ ｍ ） 径 で あ る 。 取 手 の 基 部 側 端 部 に
は 、 実 験 者 に よ る 把 持 を 容 易 に す る た め に 刻 み 目 が 付 け ら れ て い て も よ い 。 取 手 の 遠 位 側
端 部 は 、 ２ 本 の 丁 番 ピ ン を 含 む よ う に 成 形 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 公 知 の セ ル ス ク レ ー パ は ま た 、 プ ラ ス チ ッ ク で 一 体 成 形 さ れ て い る ス ク レ ー パ ブ レ ー ド
を 含 ん で お り 、 ブ レ ー ド は 取 手 と 同 じ プ ラ ス チ ッ ク で あ っ て よ い 。 ブ レ ー ド は 、 平 面 状 の
掻 取 り 刃 と 、 対 向 し て 設 け ら れ て い る １ 対 の 開 口 と を 含 ん で お り 、 開 口 は 、 取 手 の 丁 番 ピ
ン に ス ナ ッ プ 嵌 め し て 係 合 す る こ と が で き る 。 ブ レ ー ド の 寸 法 は 所 期 の 用 途 に 応 じ て 、 特
に 組 織 培 養 容 器 の 寸 法 に 応 じ て 変 わ る 。 例 え ば 、 小 寸 の ブ レ ー ド は ０ ． ５ イ ン チ （ 約 １ ．
３ ｃ ｍ ） 幅 を わ ず か に 上 回 る に 留 ま り 、 大 寸 の ブ レ ー ド は １ イ ン チ （ 約 ２ ． ５ ｃ ｍ ） を わ
ず か に 上 回 る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 ブ レ ー ド を 取 手 に 装 着 す る 丁 番 ピ ン は 一 般 に 、 極 く 小 さ い 。 例 え ば 、 丁 番 ピ ン は 一 般 に
、 ０ ． ０ ６ ～ ０ ． １ イ ン チ （ 約 １ ． ５ ～ 約 ２ ． ５ ｍ ｍ ） 径 で あ り 、 長 さ も 同 程 度 の 寸 法 で
あ る 。 結 果 と し て 、 典 型 的 な セ ル ス ク レ ー パ の ブ レ ー ド と 取 手 と の 間 の 機 械 的 連 結 は 弱 い
。 ま た 、 寸 法 が 極 小 さ い た め 、 取 手 へ の ブ レ ー ド の 装 着 が 不 適 当 に な る 可 能 性 が 生 ず る 。
し た が っ て 、 取 手 へ の ブ レ ー ド の 装 着 は 時 間 が か か り 高 コ ス ト で あ り 、 相 当 な 品 質 管 理 検
査 を 受 け な け れ ば な ら な い 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 セ ル ス ク レ ー パ は 、 一 般 に 、 セ ル ス ク レ ー パ の 周 り に 対 面 し た 関 係 で 固 定 さ れ て い る 対
向 層 に よ っ て 形 成 さ れ る 滅 菌 包 装 で 包 装 し て 実 験 所 に 出 荷 さ れ る 。 包 装 は 、 利 用 の 前 に 速
や か に 対 向 層 を 互 い か ら 剥 離 す る こ と に よ り 開 封 さ れ 、 開 封 し た 包 装 か ら セ ル ス ク レ ー パ
を 取 り 出 す 。 実 験 者 は 組 織 培 養 容 器 を 開 け る 。 次 い で 、 実 験 者 は 片 手 に 取 手 の 刻 み 目 付 き
基 部 側 端 部 を 把 持 し て 、 ス ク レ ー パ の 遠 位 側 端 部 の ブ レ ー ド を 組 織 培 養 容 器 に 挿 入 す る 。
ブ レ ー ド は 丁 番 ピ ン を 中 心 と し て 軸 回 転 し 、 実 験 者 が 取 手 に 加 え る 力 に 応 じ て 容 器 の 底 面
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に 添 う 。 次 い で 、 実 験 者 は 、 成 長 表 面 に 対 し て 垂 直 な 力 を 保 ち な が ら 組 織 培 養 容 器 の 底 面
全 体 に 沿 っ て ブ レ ー ド を 摺 動 さ せ て 、 培 養 さ れ た 細 胞 の 標 本 を 底 面 か ら 掻 き 取 る こ と が で
き る 。 次 い で 、 組 織 培 養 容 器 か ら 細 胞 を 洗 い 流 し て 分 析 に 供 す る 。 ブ レ ー ド に 加 わ る 垂 直
お よ び 横 方 向 の 力 は 、 ブ レ ー ド を セ ル ス ク レ ー パ の 取 手 か ら た や す く 脱 落 さ せ る こ と が あ
る 。 こ れ ら の 力 は 、 ブ レ ー ド を 組 織 培 養 容 器 に 最 初 に 挿 入 す る と き 、 ブ レ ー ド を 組 織 培 養
容 器 か ら 取 り 出 す と き 、 ま た は 細 胞 を 掻 き 取 る 工 程 の 最 中 に 加 わ る 可 能 性 が あ る 。 離 脱 し
た ブ レ ー ド は 、 組 織 培 養 過 程 に 悪 影 響 を 及 ぼ さ ず に 容 易 に 回 収 す る こ と は で き な い 。 し た
が っ て 、 実 験 所 は 追 加 の セ ル ス ク レ ー パ の 経 費 を 負 担 し 、 か つ 組 織 培 養 容 器 を 汚 染 す る リ
ス ク を 負 わ な け れ ば な ら な い 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 場 合 に よ っ て は 、 組 織 培 養 容 器 の 隅 や 容 器 の フ ラ ス コ の 開 口 の 近 く の 領 域 等 の よ う に 組
織 培 養 容 器 の 到 達 困 難 な 領 域 に 接 近 す る 必 要 が あ る 。 取 手 で の ブ レ ー ド の 軸 回 転 に よ っ て
、 組 織 培 養 容 器 の 離 隔 領 域 へ の 到 達 を 容 易 に す る こ と が で き る 。 し か し な が ら 、 剛 性 の プ
ラ ス チ ッ ク ブ レ ー ド は 、 到 達 困 難 な 表 面 か ら 培 養 細 胞 を 取 り 出 す の に 理 想 的 で あ る と は 言
え な い 。 比 較 的 弾 性 の あ る ブ レ ー ド で あ れ ば 、 完 全 に は 平 面 状 で な い 表 面 か ら 培 養 細 胞 を
取 り 出 す の に よ り 有 効 で あ ろ う 。 し か し な が ら 、 比 較 的 弾 性 の あ る ブ レ ー ド は 、 ス ク レ ー
パ の 取 手 の 丁 番 ピ ン を 把 持 す る の に は あ ま り 有 効 で な く 、 丁 番 ピ ン か ら さ ら に た や す く 離
脱 す る こ と が あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 セ ル ス ク レ ー パ の 取 手 に 成 形 さ れ た 刻 み 目 は 、 手 指 で の ス ク レ ー パ の 扱 い に 幾 分 寄 与 す
る 。 し か し な が ら 、 取 手 の 断 面 が 比 較 的 小 さ い こ と を 考 慮 す る と 、 刻 み 目 は 、 ス ク レ ー パ
を 扱 う 能 力 に 対 し て 最 低 限 の 効 果 し か な い 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 い く つ か の 器 具 は 、 把 持 を 容 易 に す る た め に ２ 種 類 の 異 な る 材 料 で 形 成 さ れ た 取 手 付 き
で 成 形 さ れ て い る 。 第 １ の 材 料 は 比 較 的 剛 性 の 熱 可 塑 性 樹 脂 で あ り 、 取 手 に 構 造 的 支 持 を
与 え る 。 第 ２ の 材 料 は 、 こ の 比 較 的 剛 性 の 材 料 に 被 覆 成 形 さ れ る か ま た は そ の 材 料 と 同 時
成 形 さ れ 、 比 較 的 弾 性 で あ る 。 比 較 的 弾 性 の 材 料 は 把 持 を 容 易 に す る 。 か か る 被 覆 成 形 は
、 歯 ブ ラ シ の 取 手 お よ び 他 の 手 掌 把 持 型 器 具 に 広 く 用 い ら れ て い る 。 こ の と き 、 比 較 的 剛
性 の 熱 可 塑 性 材 料 は 、 歯 ブ ラ シ ま た は 他 の 器 具 の 把 持 領 域 か ら 、 歯 ブ ラ シ ま た は 他 の 器 具
の 遠 位 側 作 用 端 部 ま で 延 在 す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 発 明 は 、 組 織 培 養 フ ラ ス コ や ペ ト リ 皿 な ど の 組 織 培 養 容 器 と 共 に 用 い ら れ る セ ル ス ク
レ ー パ で あ る 。 こ の セ ル ス ク レ ー パ は 、 実 験 者 に よ っ て 把 持 さ れ る 基 部 側 端 部 を 有 す る 細
長 い 取 手 と 、 細 胞 を 掻 き 取 る た め の 遠 位 側 端 部 と を 含 ん で い る 。 セ ル ス ク レ ー パ は 、 ２ 種
類 の 異 な る 材 料 で 一 体 形 成 さ れ て い る 。 第 １ の 材 料 は 、 ポ リ プ ロ ピ レ ン な ど 実 質 的 に 剛 性
の 熱 可 塑 性 材 料 で あ り 、 セ ル ス ク レ ー パ に 構 造 的 支 持 を 与 え る よ う に 選 択 さ れ る 。 比 較 的
剛 性 の 材 料 は 、 セ ル ス ク レ ー パ の 基 部 側 端 部 か ら 遠 位 側 端 部 に 近 い 位 置 ま で 延 在 す る 。 比
較 的 剛 性 の 材 料 の 基 部 側 端 部 に 近 い 部 分 は 好 ま し く は 、 手 で の 把 持 を 助 け る 形 状 に 成 形 さ
れ る 。 加 え て 、 比 較 的 剛 性 の 材 料 は 、 セ ル ス ク レ ー パ の 基 部 側 端 部 近 く に 凹 部 を 備 え て 成
形 さ れ て い て よ い 。 比 較 的 剛 性 の 材 料 の 遠 位 側 端 部 に 近 い 部 分 は 好 ま し く は 、 ブ レ ー ド 支
持 体 を 画 定 し て い る 。 ブ レ ー ド 支 持 体 は 、 ブ レ ー ド 支 持 体 の 制 御 さ れ た 屈 曲 が 可 能 な よ う
に 十 分 に 薄 く し て よ い 。 あ る い は 、 ブ レ ー ド 支 持 体 に ま た は ブ レ ー ド 支 持 体 の 近 く に 一 体
丁 番 を 形 成 し て 、 少 な く と も １ つ の 選 択 さ れ た 軸 を 中 心 と し た ブ レ ー ド 支 持 体 の 屈 曲 を 可
能 に す る こ と も で き る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 こ の セ ル ス ク レ ー パ は さ ら に 、 セ ル ス ク レ ー パ に 組 み 込 ま れ て い る 剛 性 材 料 よ り も デ ュ
ロ メ ー タ 硬 度 が 小 さ い 熱 可 塑 性 エ ラ ス ト マ ー な ど 比 較 的 弾 性 の 材 料 を 含 ん で い る 。 弾 性 材
料 は 、 ブ レ ー ド 支 持 体 を 含 め た 比 較 的 剛 性 の 材 料 の 部 分 と 同 時 形 成 さ れ る か ま た は そ の 部
分 を 覆 っ て 成 形 さ れ 、 セ ル ス ク レ ー パ の 遠 位 側 端 部 に 少 な く と も １ つ の ブ レ ー ド を 画 定 す
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る 。 加 え て 、 弾 性 材 料 は 、 セ ル ス ク レ ー パ の 基 部 側 端 部 の 近 く で 比 較 的 剛 性 の 材 料 内 に 形
成 さ れ て い る 凹 部 の 内 部 に 成 形 さ れ て も よ い 。 ブ レ ー ド の 弾 性 材 料 は 、 撓 曲 し て 組 織 培 養
容 器 の 表 面 の 凹 部 に 適 合 す る こ と が で き る 。 し か し な が ら 、 ブ レ ー ド の 弾 性 材 料 は 、 ブ レ
ー ド の 変 形 さ れ て い な い 成 形 時 の 形 状 に ま た は こ れ に 近 い 形 状 に 戻 る 。 こ の た め 、 ブ レ ー
ド の 弾 性 材 料 は 、 組 織 培 養 容 器 の 接 近 し や す い 領 域 か ら も 接 近 し 難 い 領 域 か ら も 培 養 細 胞
を 掻 き 取 る の に 好 適 で あ る と 同 時 に 、 セ ル ス ク レ ー パ の 基 部 側 端 部 の 凹 部 の 内 部 に 成 形 さ
れ 得 る 弾 性 材 料 は 、 把 持 お よ び 取 扱 い を 容 易 に す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 ブ レ ー ド の 比 較 的 弾 性 の 材 料 と 取 手 の 比 較 的 剛 性 の 支 持 材 と の 一 体 型 係 合 に よ っ て 、 公
知 の セ ル ス ク レ ー パ で は 頻 繁 に 生 じ て い た ブ レ ー ド の 取 手 か ら の 離 脱 を 防 ぐ 。 加 え て 、 ブ
レ ー ド の 弾 性 特 性 は 、 ブ レ ー ド の 最 大 面 積 が 細 胞 の 成 長 表 面 と 接 触 す る こ と を 依 然 と し て
可 能 に し 、 し た が っ て 、 培 養 細 胞 の さ ら に 有 効 な 掻 取 り を 確 実 に す る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 本 発 明 に よ る セ ル ス ク レ ー パ が 、 図 １ ～ 図 ６ に お い て 参 照 番 号 １ ０ に よ っ て 全 体 的 に 示
さ れ て い る 。 セ ル ス ク レ ー パ １ ０ は 、 基 部 側 端 部 １ ２ と 遠 位 側 端 部 １ ４ と を 含 ん で い る 。
セ ル ス ク レ ー パ １ ０ の 基 部 側 端 部 １ ２ に 隣 接 し て 把 手 １ ６ が 画 定 さ れ て い る 。 細 長 い ア ー
ム １ ８ が 把 手 １ ６ か ら 遠 位 側 に 延 び て お り 、 遠 位 側 端 部 １ ４ に 隣 接 し て ブ レ ー ド ２ ０ が 画
定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 セ ル ス ク レ ー パ １ ０ は 被 覆 成 形 工 程 に よ っ て 形 成 さ れ 、 ポ リ プ ロ ピ レ ン ま た は 他 の 実 質
的 に 剛 性 の 熱 可 塑 性 材 料 で 形 成 さ れ て い る 基 材 ２ ２ を 含 ん で い る 。 基 材 ２ ２ は 、 基 部 側 端
部 １ ２ か ら 遠 位 側 端 部 １ ４ に 近 い 位 置 ま で 延 在 す る 。 ス ク レ ー パ １ ０ は さ ら に 、 デ ュ ロ メ
ー タ 硬 度 が 小 さ い 熱 可 塑 性 エ ラ ス ト マ ー ２ ４ を 含 ん で お り 、 エ ラ ス ト マ ー ２ ４ は 、 セ ル ス
ク レ ー パ １ ０ の 全 長 に 沿 っ て 選 択 さ れ た 領 域 で 基 材 ２ ２ を 覆 っ て 被 覆 成 形 さ れ て い る 。 具
体 的 に は 、 熱 可 塑 性 エ ラ ス ト マ ー ２ ４ は 、 基 材 １ ２ の 遠 位 部 を 覆 っ て 被 覆 成 形 さ れ て 、 ブ
レ ー ド ２ ０ の 大 部 分 を 画 定 し て い る 。 加 え て 、 熱 可 塑 性 エ ラ ス ト マ ー ２ ４ は 把 手 １ ６ に 沿
っ て 基 材 ２ ２ の 部 分 を 覆 っ て 被 覆 成 形 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 図 ４ に 示 す よ う に 、 把 手 １ ６ の 基 材 ２ ２ の 部 分 は 、 上 下 の 凹 部 ２ ６ お よ び ２ ８ と 、 凹 部
２ ６ と 凹 部 ２ ８ と の 間 の 連 通 を 提 供 す る よ う に 把 手 １ ６ の 全 体 に わ た っ て 設 け ら れ て い る
複 数 の 開 口 ３ ０ と を 画 定 し て い る 。 把 手 １ ６ の 遠 位 側 に 位 置 す る 基 材 ２ ２ の 部 分 は 、 細 長
い ア ー ム １ ８ の 長 手 方 向 の 一 辺 に 沿 っ て 延 在 す る 細 い 溝 ３ ２ を 含 ん で い る 。 溝 ３ ２ は 、 細
長 い ア ー ム １ ８ の 制 御 さ れ た 可 撓 性 に 寄 与 し 、 見 栄 え を 引 き 立 て 、 本 明 細 書 で 後 述 す る 回
転 の 向 き に つ い て の 視 覚 的 手 が か り を 与 え る た め に 設 け ら れ て い る 。 基 材 ２ ２ の 遠 位 側 端
部 １ ４ に 近 い 部 分 は 、 図 ５ お よ び 図 ６ に 示 す よ う に 、 ア ー ム １ ８ か ら 幅 が 拡 が っ て お り 、
全 体 的 に 平 面 状 の ブ レ ー ド 支 持 体 ３ ４ を 画 定 し て い る 。 ブ レ ー ド 支 持 体 ３ ４ の 細 長 い ア ー
ム １ ８ の 近 位 側 に あ る 部 分 は 、 ブ レ ー ド 支 持 体 ３ ４ の 制 御 さ れ た 屈 曲 が 可 能 な よ う に 十 分
に 薄 く し て よ い 。 ブ レ ー ド 支 持 体 ３ ４ に ま た は ブ レ ー ド 支 持 体 ３ ４ と 細 長 い ア ー ム １ ８ と
の 間 に 一 体 丁 番 を 備 え て 基 材 ２ ２ を 成 形 す る こ と に よ り 、 少 な く と も １ つ の 軸 周 り で 屈 曲
を さ ら に 増 す こ と も で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 基 材 ２ ２ は 、 図 １ に 示 す よ う な セ ル ス ク レ ー パ １ ０ の 全 体 的 な 外 形 に 適 合 す る 型 （ 図 示
せ ず ） に 入 れ て 支 持 す る こ と が で き る 。 こ の 型 は 、 把 手 １ ６ の 凹 部 ２ ６ 、 ２ ８ お よ び 溝 ３
０ 、 細 長 い ア ー ム １ ８ の 溝 ３ ２ 、 並 び に ブ レ ー ド 支 持 体 ３ ４ の 周 囲 の 領 域 を 含 め て い く つ
か の 位 置 で は 基 材 ２ ２ よ り も 断 面 積 が 大 き い 。 次 い で 、 溶 融 し た 熱 可 塑 性 エ ラ ス ト マ ー ２
４ を 型 の 空 洞 部 に 射 出 し て 、 把 手 １ ６ の 凹 部 ２ ６ 、 ２ ８ お よ び 開 口 ３ ０ を 充 填 す る と と も
に ア ー ム １ ８ の 長 手 方 向 溝 ３ ２ を 充 填 す る 。 あ る い は 、 エ ラ ス ト マ ー を 、 独 立 に 取 手 １ ６
お よ び ブ レ ー ド ２ ４ と し て 射 出 し て も よ い 。 溶 融 し た 熱 可 塑 性 エ ラ ス ト マ ー は ま た 、 ブ レ
ー ド ２ ０ を 画 定 し ブ レ ー ド 支 持 体 ３ ４ を 包 囲 す る 型 の 空 洞 部 を 充 填 す る 。 ブ レ ー ド ２ ０ は
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、 ブ レ ー ド 支 持 体 ３ ４ の 全 て を 一 体 式 に 包 囲 す る と と も に ブ レ ー ド 支 持 体 ３ ４ に 隣 接 す る
細 長 い ア ー ム １ ８ の 遠 位 部 を 包 囲 す る 装 着 部 ３ ６ を 含 ん で い る 。 こ の よ う に 、 ブ レ ー ド ２
０ は 、 細 長 い ア ー ム １ ８ に 一 体 式 に 固 定 さ れ る た め 、 利 用 時 の 離 脱 の 可 能 性 が な く な る 。
ブ レ ー ド ２ ０ は さ ら に 、 図 ５ お よ び 図 ６ に 示 す よ う に 、 セ ル ス ク レ ー パ １ ０ の 遠 位 側 端 部
１ ４ に ほ ぼ 位 置 す る 直 線 状 の 掻 取 り 刃 ４ ０ に 収 斂 す る 可 撓 性 掻 取 り 部 ３ ８ を 含 ん で い る 。
可 撓 性 掻 取 り 部 ３ ８ は ブ レ ー ド 支 持 体 ３ ４ か ら 隔 設 さ れ て お り 、 し た が っ て 、 掻 取 り 刃 ４
０ が 組 織 培 養 容 器 の 特 定 の 輪 郭 に 適 合 す る よ う に 変 形 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 セ ル ス ク レ ー パ １ ０ は 、 実 質 的 に 従 来 の 方 式 で 用 い ら れ る 。 具 体 的 に は 、 実 験 者 が 把 手
１ ６ を 把 持 す る 。 た だ し 、 熱 可 塑 性 エ ラ ス ト マ ー ２ ４ が 把 手 １ ６ の 凹 部 ２ ６ 、 ２ ８ お よ び
溝 ３ ０ を 充 填 し て お り 、 把 持 性 を 向 上 さ せ る 比 較 的 弾 性 の 表 面 を 形 成 し て い る 。 次 い で 、
実 験 者 は ブ レ ー ド ２ ０ お よ び 細 長 い ア ー ム １ ８ の 隣 接 す る 部 分 を 組 織 培 養 容 器 に 挿 入 す る
。 細 長 い ア ー ム １ ８ は 、 ブ レ ー ド ２ ０ を 容 器 内 の 目 標 の 培 養 細 胞 に 向 か っ て 正 確 に 配 置 し
案 内 す る こ と を 可 能 に す る の に 十 分 な 剛 性 を 有 す る 。 細 長 い ア ー ム １ ８ の 溝 ３ ２ 中 の エ ラ
ス ト マ ー ２ ４ は 、 目 標 の 培 養 細 胞 に 向 か っ て ブ レ ー ド ２ ０ を 導 く 視 覚 的 手 が か り を 与 え る
と と も に 、 細 長 い ア ー ム １ ８ の 長 手 軸 を 中 心 と し た セ ル ス ク レ ー パ １ ０ の 任 意 の 回 転 傾 斜
を 示 す 視 覚 的 手 が か り を 与 え る 。 次 い で 、 実 験 者 は ブ レ ー ド ２ ０ の 掻 取 り 刃 ４ ０ を 組 織 培
養 容 器 の 表 面 に 沿 っ て 動 か す 。 ブ レ ー ド ２ ０ の 可 撓 部 ３ ８ は ブ レ ー ド 支 持 体 ３ ０ に よ っ て
拘 束 さ れ て い な い た め 、 掻 取 り 刃 ４ ０ は 組 織 培 養 容 器 の 目 標 表 面 の 特 定 の 輪 郭 に 適 合 す る
こ と が で き る 。 次 い で 、 実 験 者 は 、 容 器 か ら ブ レ ー ド ２ ０ を 取 り 出 し て 収 集 さ れ た 細 胞 を
分 析 す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ９ 】
【 図 １ 】 本 発 明 に よ る セ ル ス ク レ ー パ の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 セ ル ス ク レ ー パ の 基 部 側 端 部 の 拡 大 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 セ ル ス ク レ ー パ の 遠 位 側 端 部 の 拡 大 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 図 ２ の 線 ４ － ４ に 沿 っ て 見 た エ ラ ス ト マ ー を 除 い た 断 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 図 ３ の 線 ５ － ５ に 沿 っ て 見 た 断 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 図 ３ の 線 ６ － ６ に 沿 っ て 見 た 断 面 図 で あ る 。
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】 【 図 ５ 】
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【 図 ６ 】
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